
各種相談

ウルトラマンタロウが怪獣
ゴモラと戦っているところ！
僕はウルトラマンの応援を
しています

岡　田　亘　玄さん（さくら組）
おか だ げんこう

私とるきあちゃんとかのちゃん
が、プリンセスになったとこ
ろを描きました。私たちかわ
いいでしょ♥

佐　藤　衣　珠さん（さくら組）
さ とう い ず

ぼくとわたしの絵 ○しんごう保育園346

３月
男　1,090人（－３人）
女　1,115人（－３人）
計　2,205人（－６人）
世帯数904世帯（＋３世帯）
（令和５年１月末現在）

人の動き

む ら の ガイド

みんなで支える国民年金

日本年金機構

10

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

広報

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村

南部大黒舞　福の神が幸福を呼び込む　Ｐ２－３

・交通死亡事故皆無2,700日達成 ………………………… Ｐ４
・青年農業士に長根透さんが認定 ………………………… Ｐ５
・子ども医療費受給資格証について ……………………… Ｐ８
・身体障害者等による軽自動車税（種別割）の減免申請のお知らせ … Ｐ９

今月の話題

南部大黒舞門付け
撮影場所：川代集会所前

２

村民相談
毎週月曜・木曜　午前９時～午後４時
（山村開発センター）
行政相談
毎月第３火曜日　午前９時～11時まで
（山村開発センター）
障がい者出張相談
３月８日　※予約制　TEL 61－7555
（総合福祉センター）
「くらし」と「しごと」無料相談会
３月28日　午後１時～４時
（総合福祉センター）

広報 ■発行／新郷村　■編集／総務課　■新郷村ホームページ　http://www.vill.shingo.aomori.jp
〒039ー1801  青森県三戸郡新郷村大字戸来字風呂前10　ＴＥＬ  0178 ー 78 ー 2111（代表）

2023年
やよい
March

ごみは収集日の朝8時までに出してください。生ごみの水切りにご協力を。ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう。
温泉営業日：新郷温泉館…月・火・木・金・土・日　野沢温泉…水・土・日　営業時間：午前９時～午後９時（通年）

月 火 水 木 金 土日

弥生

765

421 3

98 1110
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19 20 21 24

31

2522 23

2826 27 3029

資源ごみ収集日（缶）

資源ごみ収集日
（新聞紙等５品目）

資源ごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

子ども医療費受給資格証
交付申請期限

行政相談

燃えないごみ収集日

「くらし」と「しごと」
無料相談会

障がい者出張相談
（要予約）

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

資源ごみ収集日
（ビン・ペットボトル等２品目）

梅　内　笑　里ちゃん
Ｒ４・１・12生
（地区）戸来
（パパ）光義
（ママ）晃子
パパとママのねがい

笑顔いっぱいの笑里で
いてね。

うめ ない えみ り

みつ ぎ

こう こ

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村

広報広報

春分の日

２月号２２月号月号月号
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門付けは平成23年まで旧川代小学校の児童が
行ってきた２月の恒例行事。同校閉校後の
平成24年からは、地元の川代地区振興会と三川
目子ども会が活動を引き継いでいます。

郷土芸能「南部大黒舞」

　２
月
５
日
、
川
代
地
区
振
興
会（
﨑

幸
吉
会
長
）と
、
三
川
目
子
ど
も
会（
長

根
龍
児
代
表
）が
主
催
し
、「
大
黒
舞
」の

門
付
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　門
付
け
は
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、

小
学
１
年
生
か
ら
中
学
２
年
生
の
15

名
が
参
加
し
村
内
８
か
所
を
巡
り
ま
し

た
。　最

初
の
会
場
と
な
っ
た
川
代
文
化
セ

ン
タ
ー
前
で
は
﨑
あ
い
さ
ん
が
「
良
い

年
に
な
る
よ
う
に
五
穀
豊
穣
と
無
病
息

災
を
願
っ
て
踊
り
ま
す
」と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　き
ら
び
や
か
な
衣
装
を
着
た
子
ど
も

た
ち
は
、
小
槌
を
振
り
ゆ
っ
た
り
と
し

た
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　２
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
て
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。
三
川
目
子
ど
も
会
の

子
ど
も
た
ち
と
観
覧
に
来
た
地
域
の
方
々

を
見
る
と
地
域
の
一
体
感
を
覚
え
ま
す
。

　活
動
を
支
え
る
人
数
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代

が
運
営
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
こ
う
、
と
強
く
思
い
ま
す
。

郷
土
芸
能
を
絶
や
さ
ず
、
村
を
盛
り
上
げ
る
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

﨑　　幸　吉 会長

　天
気
の
良
い
日
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
の
練
習
の
成
果
が
十
分
に
発
揮
で
き
た

と
思
い
ま
す
。

　か
わ
い
い
福
の
神
た
ち
を
見
よ
う
と
多

く
の
住
民
の
方
が
見
に
来
て
く
だ
さ
る
の
も
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
等
も
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年

地
域
づ
く
り
組
織

大
畑
集
落
協
定
が

20
年
ぶ
り
に
門
付

け
を
実
現
。

平
成
23
年

大
黒
舞
保
存
会
、

川
代
地
区
振
興
会

を
結
成
。

平
成
24
年

川
代
地
区
振
興
会

が
主
催
し
、
三
川
目

子
ど
も
会
、
大
畑
集

落
協
定
が
共
催
。

平
成
27
年

大
畑
集
落
協
定
共

催
最
後
の
門
付
け
。

平
成
28
年
〜
現
在

川
代
地
区
振
興
会

と
三
川
目
子
ど
も
会

が
主
催
。

長　根　龍　児 代表
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交通死亡事故皆無
２７００日を達成！
～あなたも参加　
　　　　私もやります
　　　　　　“交通安全”～

　２
月
３
日
か
ら
８
日
ま
で
の

４
日
間
、
地
域
住
民
座
談
会

が
村
内
４
地
区
で
開
か
れ
、

住
民
が
村
に
対
し
て
地
域
の

課
題
や
要
望
を
伝
え
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　座
談
会
で
は
、
初
め
に
櫻

井
村
長
ら
が
財
政
等
に
つ
い

て
説
明
。
地
域
の
声
を
村
政

に
反
映
す
る
べ
く
、
広
く
意

見
を
求
め
ま
し
た
。

　参
加
し
た
住
民
か
ら
は
、

電
気
料
金
高
騰
に
対
す
る
意

見
や
道
路
工
事
状
況
に
関
す

る
質
問
等
が
寄
せ
ら
れ
、
多

く
の
声
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　新
郷
村
消
防
団
幹
部
訓
練

が
、
２
月
５
日
、
美
郷
館
で

行
わ
れ
、
全
分
団
の
班
長
以

上
の
幹
部
57
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　五
戸
消
防
署
西
分
遣
所
員

を
講
師
に
礼
式
訓
練
を
実
施
。

幹
部
と
し
て
の
号
令
の
か
け

方
や
正
し
い
動
作
方
法
な
ど

を
再
確
認
し
、
さ
ら
な
る
資

質
向
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

　１
月
21
日
、
新
春
の
集
い

に
て
新
郷
村
表
彰
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　功
労
表
彰
は
、
畠
山
敏
昭

氏
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
新
郷

村
消
防
団
員
と
し
て
30
年
以

上
消
防
業
務
に
精
励
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　ま
た
、
地
域
振
興
事
業
の

た
め
寄
附
を
い
た
だ
い
た
赤

坂
久
男
氏
に
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　新
郷
村
の
観
光
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
新
く
ん
」
と
「
郷
ち
ゃ

ん
」宛
の
年
賀
状
が
届
き
ま
し

た
。　年

賀
状
に
は
応
援
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
と
も
に
新
く
ん
と

郷
ち
ゃ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
が
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
年
賀
状
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！

　

　
　

　佐
々
木
逸
郎
氏
が
瑞
宝
単

光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　１
月
23
日
、
娘
の
久
美
子

さ
ん
と
２
人
で
村
長
室
を
訪

れ
、
伝
達
式
を
行
い
、
勲
記

及
び
勲
章
を
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。　佐

々
木
氏
は
、
新
郷
村
消

防
団
入
団
か
ら
、
第
１
分
団

長
、
団
附
部
長
を
歴
任
し
、

36
年
６
ヶ
月
に
わ
た
り
消
防

活
動
に
尽
力
し
、
地
域
防
災

発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
単
光

章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　佐
々
木
氏
の
ご
功
績
に
対

し
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
ご
尽
力
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　平
成
27
年
９
月
か
ら
続
い

て
い
る
本
村
の
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
の
記
録
が
、
令
和
５

年
２
月
12
日
を
も
っ
て
２
７

０
０
日
を
達
成
し
ま
し
た
。

　２
月
15
日
、
交
通
死
亡
事

故
皆
無
２
７
０
０
日
達
成
功

労
表
彰
が
県
警
察
本
部
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　表
彰
式
に
は
、
櫻
井
村
長

と
村
交
通
安
全
母
の
会
連
合

会
の
長
根
愛
子
会
長
が
出
席

し
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　櫻
井
村
長
は「
交
通
指
導
隊

や
村
母
の
会
連
合
会
が
交
通

安
全
の
啓
も
う
活
動
を
し
て

き
た
成
果
だ
と
思
う
。
今
後

も
活
動
を
継
続
し
、
記
録
を
伸

ば
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。
長
根
会
長
は「
交

通
安
全
は
家
庭
か
ら
と
、
反

射
材
を
配
布
し
た
り
、
ス
ト
ッ

プ
マ
ー
ク
張
り
や
、
高
齢
者

訪
問
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
防
止
の
た
め
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
す
」と
気
を

引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

　

　継
続
中
の
記
録
と
し
て
は
、

大
間
町
が
平
成
21
年
１
月
11

日
か
ら
令
和
５
年
１
月
12
日

ま
で
の
14
年
と
な
っ
て
お
り
、

40
市
町
村
で
最
長
の
記
録
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　２
月
５
日
、
川
代
も
の
づ
く

り
学
校
で
農
作
業
中
の
事
故
を

Ｖ
Ｒ
で
体
験
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
農
作
業
安
全
対
策
の
一
環
と

し
て
行
っ
て
お
り
、
三
八
県
民

局
が
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

　今
回
は
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト（
メ

ガ
ネ
の
レ
ン
ズ
に
相
当
す
る
部

分
が
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
な
っ
て

い
る
ゴ
ー
グ
ル
）を
着
用
し
、

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
の
転
倒
と
草

刈
り
機
で
刃
と
接
触
し
た
場
合

の
事
故
を
体
験
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
約
20
人
で
、
60
代
の
方

が
多
く
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　ト
ラ
ク
タ
ー
の
転
倒
を
体
験

し
た
平
葭
登
さ
ん
は「
本
当
に

ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
っ
て
い
る
よ

う
な
感
じ
。
ト
ラ
ク
タ
ー
が
転

倒
し
た
と
き
は
び
っ
く
り
し

た
」と
リ
ア
ル
な
体
験
に
驚
き

な
が
ら
、
農
作
業
中
の
注
意
点

を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　２
月
２
日
、
長
根
さ
ん
が
青

年
農
業
士
と
し
て
認
定
さ
れ
、

「
令
和
４
年
度
青
森
県
農
業
経

営
士
及
び
青
年
農
業
士
認
定
証

書
授
与
式
」に
て
認
定
証
書
を

三
村
申
吾
知
事
か
ら
受
け
取
り

ま
し
た
。

　県
は
毎
年
優
れ
た
農
業
経
営

を
実
践
し
、
地
域
を
支
え
る
農

業
者
を
認
定
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
、
農
業
経
営
士
３
５

１
人
、
青
年
農
業
士
が
８
５
０

人
認
定
さ
れ
、
地
域
農
業
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　長
根
さ
ん
は
、
価
格
の
暴
落

な
ど
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
が

厳
し
い
中
で
、
飼
料
用
米
や
野

菜
の
有
機
栽
培
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　２
月
６
日
、
長
根
さ
ん
は
村

長
室
へ
認
定
を
受
け
た
こ
と
を

報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　長
根
さ
ん
は
「
飼
料
用
米
に

よ
り
力
を
入
れ
て
い
く
。
自
身

の
知
識
を
こ
れ
か
ら
の
若
手
に

も
共
有
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。
櫻
井
村
長
は「
若

い
農
業
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ

し
い
。
農
業
を
始
め
よ
う
と
す

る
人
の
き
っ
か
け
に
つ
な
が
れ

ば
」と
青
年
農
業
士
と
し
て
の

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

農
作
業
中
の
ケ
ガ
に
注
意
！
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Ｒ
で
リ
ア
ル
な
体
験

青
年
農
業
士
に
長
根
透
さ
ん
が
認
定

全
国
か
ら
の
年
賀
状

初
空
を
節
榑
の
手
で
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見
る

佐
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に
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を
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が
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我
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４
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４
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。
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。
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。
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光
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。
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　佐
々
木
逸
郎
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が
瑞
宝
単

光
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。
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２
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６
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単
光

章
が
授
与
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た
。
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績
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。
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事

故
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記
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が
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和
５

年
２
月
12
日
を
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っ
て
２
７

０
０
日
を
達
成
し
ま
し
た
。
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15
日
、
交
通
死
亡
事

故
皆
無
２
７
０
０
日
達
成
功

労
表
彰
が
県
警
察
本
部
に
て

行
わ
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ま
し
た
。
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彰
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村
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合
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し
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さ
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し
た
。
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通
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導
隊
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連
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交
通
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。
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交
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は
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射
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ー
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齢
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。

　

　継
続
中
の
記
録
と
し
て
は
、

大
間
町
が
平
成
21
年
１
月
11

日
か
ら
令
和
５
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Ｒ
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■ 農業者の方なら広く加入できる
・農地を持っていない農業者や家族従事者も加入できます。
・次の用件を満たす方ならどなたでも加入できます。
　　　

▲

 年間60日以上農業に従事する方
　　　

▲

 国民年金第１号被保険者（保険料納付免除者を除く）
　　　

▲

 60歳未満の方
・さらに年間60日以上農業に従事する60歳以上65歳未満の国民年金の任意加入者も加入できます

■ 保険料は自由に決められる
・月額20,000円から67,000円の間で、1,000円単位で自由に決められます。
・保険料の額は自由に設定でき、いつでも見直すことができます。

■ 80歳までの保証が付いた終身年金
・年金は終身支給されます。
・仮に加入者、受給者が80歳前に亡くなった場合でも、死亡した翌月から80歳までに受け取れるはずで
　あった農業者老齢年金を予定利率で割り戻した額が、死亡一時金として遺族に支給されます。

■ 税制面での優遇措置がある
・保険料の全額が社会保険料控除の税制優遇措置を受けられます。

■ 一定の要件を満たす農業者には保険料の国庫補助がある
・農業者年金への加入要件に加え、次の要件を満たせば受けられます。
　　　

▲

 39歳までに加入
　　　

▲

 農業所得が900万円以下
　　　

▲

 認定農業者で青色申告者等
※保険料は本人負担分と補助分あわせて月２万円（固定）です

問い合わせ　新郷村農業委員会　℡ 78－2111　E－mail nogyo@vill.shingo.lg.jp

～　農業者年金で豊かな老後を！　～

　サッカーＪ３ヴァンラーレ八戸では、昨シーズンより活動しているホームタウン応援大使を2023シーズンも
引き続き制定し、選手が各ホームタウンの応援大使として活動していきます！！
ホームタウン応援大使とは…
　ヴァンラーレ八戸所属選手が、ホームタウン16市町村の応援大使として、地域活動への参加や魅力の発信、
ＰＲの活動をしていきます！
　※活動の様子はクラブ・選手個人SNS、ホームページから発信していきますのでぜひご覧ください。
　ヴァンラーレ八戸所属選手、応援大使選手に参加してほしいイベントや活動等ございましたら、ヴァンラーレ
八戸までお問い合わせをお願いします！

ヴァンラーレ八戸  新郷村応援大使

その他ヴァンラーレ八戸情報はこちらから

本件に関するお問い合わせ　ヴァンラーレ八戸 事務局
〒031－0813　八戸市新井田松山中野場29－1　℡ 0178－38－6644　℻ 0178－38－9989

ヴァンラーレ八戸　ホームタウン応援大使

No.14　前澤 甲気 No.39　近石 哲平
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　サッカーＪ３ヴァンラーレ八戸では、昨シーズンより活動しているホームタウン応援大使を2023シーズンも
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ヴァンラーレ八戸　ホームタウン応援大使

No.14　前澤 甲気 No.39　近石 哲平
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　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳または精神障害保健福祉手帳を交付されている方で、一定の要件
を満たす場合に、申請により、軽自動車税（種別割）の減免を受けられます。

減免を受けられる要件
１　車両の所有形態
　　　障害者本人が所有、又は障害者と生計を一にする方の所有
２　車両の使用目的

①　障害者本人が運転する。
②　障害者と生計を一にする方が運転する場合は、傷害者の通院・通学などに使用していること。
③　障害者のみで構成される世帯の場合で、常時介護する方が運転する場合は、障害者の通院・通学などの

ために使用していることが必要です。
※減免申請時点で、障害者が１か月以上の長期にわたり入院又は施設に入所している場合は減免対象外です。

３　制限等
　減免の対象となる車両は、障害者１人について１台です。自動車税の減免（県税の減免）を受けている場合
は、軽自動車税（種別割）の減免は受けられません。

申請手続きについて
　納税通知書を受領した日から納期限日までに役場税務課に必要書類を提出します。
　※軽自動車税（種別割）を納付した後に減免申請することはできません。

問い合わせ　役場税務課　℡ 78－2111（内線503）

身体障害者等による軽自動車税（種別割）の減免申請のお知らせ

○所得税・住民税
　今年の所得税・住民税の申告期限は３月15日（水）です。例年、期限の間際になりますと申告会場が混み
合い、お待ちいただく時間も長くなりますので、お早めに申告くださるようお願いします。また、所得税の
申告についてはご自宅でパソコンやスマートフォンを使用したe-Taxによる申告も可能ですので、ぜひご利用
ください。

○消費税・地方消費税
　県の税金である地方消費税は、国の消費税と同じ申告書で一緒に税務署に申告し、消費税との合計額を
国に納めます。納められた地方消費税は、国から県に払い込まれます。
　今年の個人事業者の消費税・地方消費税の確定申告と納税の期限は、３月31日（金）です。忘れずに申告、
納税してくださるようお願いします。

申告はお早めに

　新郷村では子育て支援の充実を図るため、小学校児童と中学校生徒（以下「子ども」という。）を対象に『子ども
医療費受給資格証』を交付し医療費の助成を行っています。
　令和５年度に対象の子どもの保護者へは、すでにお知らせと申請書を送付していますので期限までに提出し
ていただきますようご協力をお願いいたします。

（対象の子ども）
平成20年４月２日から平成29年４月１日の間に生まれた子ども

申請期限：令和５年３月２日（木）　　申請書受付場所：役場住民課窓口

問い合わせ　役場住民課  乳幼児・子ども医療費助成係　℡ 78－2111（内線602）

子ども医療費受給資格証について

一般家庭の火災予防について
　今の時季は空気が乾燥しているため、一旦火災が発生すると他に延焼拡大しやすくなります。
　日頃から村民一人一人が火の元の点検を行い、住宅火災を防ぐために次のことに注意しましょう。

◇ガスこんろ、ガステーブル
　火を使用している時は、その場から離れないようにしましょう。揚げ物などに使用する油は、熱し続ける
と油自体が発火するため大変危険です。来客や電話などでその場を離れるときは必ず火を消しましょう。

◇たばこ
　寝たばこは大変危険なので絶対にやめましょう。吸殻はこまめに捨て、灰皿に吸殻をためないようにしま
しょう。特にガラス製の灰皿は、吸殻をためすぎると、たばこの熱によって灰皿が割れることがあります。
また、吸殻は出来るだけ水につけるなどしてから捨てるようにしましょう。吸殻を直接ごみ箱に捨てると、
可燃物などに着火して火災となる場合がありますので注意しましよう。

◇暖房器具
　寒い日が続き洗濯物などが乾きにくく、ストーブなどの真上や近くに干しがちですが、万が一落下し
ストーブなどに触れたりすると火災になる恐れがあるので絶対にやめましょう。石油ストーブなどの火を
つけたまま給油し、灯油がこぼれて着火した火災事例があります。灯油は着火しやすく、やけどの恐れが
あります。給油するときは、必ず火を消してから給油しましょう。また、カートリッジ式のタンクは口金を
確実に閉めましょう。いずれの暖房器具も外出時や就寝前には火を消すようにしましょう。

消防に関するお問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで　℡ ７８　－　２１１９

しょうぼう情報 ◆◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆◆

【お詫びと訂正】
　広報しんごう令和５年１月号で掲載しました人口（令和４年12月末現在）について、下記のとおり訂正
致します。
　ご迷惑をおかけした読者の皆様、ならびに関係各位に深くお詫び申し上げます。

役場住民課　℡ 78－2111

12月21日サービス開始

男
女
計

世帯数

誤
1,092人
1,117人
2,209人
900世帯

正
1,093人
1,118人
2,211人
901世帯
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各種相談

ウルトラマンタロウが怪獣
ゴモラと戦っているところ！
僕はウルトラマンの応援を
しています

岡　田　亘　玄さん（さくら組）
おか だ げんこう

私とるきあちゃんとかのちゃん
が、プリンセスになったとこ
ろを描きました。私たちかわ
いいでしょ♥

佐　藤　衣　珠さん（さくら組）
さ とう い ず

ぼくとわたしの絵 ○しんごう保育園346

３月
男　1,090人（－３人）
女　1,115人（－３人）
計　2,205人（－６人）
世帯数904世帯（＋３世帯）
（令和５年１月末現在）

人の動き

む ら の ガイド

みんなで支える国民年金

日本年金機構

10

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

広報

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村

南部大黒舞　福の神が幸福を呼び込む　Ｐ２－３

・交通死亡事故皆無2,700日達成 ………………………… Ｐ４
・青年農業士に長根透さんが認定 ………………………… Ｐ５
・子ども医療費受給資格証について ……………………… Ｐ８
・身体障害者等による軽自動車税（種別割）の減免申請のお知らせ … Ｐ９

今月の話題

南部大黒舞門付け
撮影場所：川代集会所前

２

村民相談
毎週月曜・木曜　午前９時～午後４時
（山村開発センター）
行政相談
毎月第３火曜日　午前９時～11時まで
（山村開発センター）
障がい者出張相談
３月８日　※予約制　TEL 61－7555
（総合福祉センター）
「くらし」と「しごと」無料相談会
３月28日　午後１時～４時
（総合福祉センター）

広報 ■発行／新郷村　■編集／総務課　■新郷村ホームページ　http://www.vill.shingo.aomori.jp
〒039ー1801  青森県三戸郡新郷村大字戸来字風呂前10　ＴＥＬ  0178 ー 78 ー 2111（代表）

2023年
やよい
March

ごみは収集日の朝8時までに出してください。生ごみの水切りにご協力を。ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう。
温泉営業日：新郷温泉館…月・火・木・金・土・日　野沢温泉…水・土・日　営業時間：午前９時～午後９時（通年）

月 火 水 木 金 土日

弥生

765

421 3

98 1110

12 13 14 1615 17 18

19 20 21 24

31

2522 23

2826 27 3029

2826 27

1

資源ごみ収集日（缶）

資源ごみ収集日
（新聞紙等５品目）

資源ごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

子ども医療費受給資格証
交付申請期限

行政相談

燃えないごみ収集日

「くらし」と「しごと」
無料相談会

障がい者出張相談
（要予約）

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

資源ごみ収集日
（ビン・ペットボトル等２品目）

梅　内　笑　里ちゃん
Ｒ４・１・12生
（地区）戸来
（パパ）光義
（ママ）晃子
パパとママのねがい

笑顔いっぱいの笑里で
いてね。

うめ ない えみ り

みつ ぎ

こう こ

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村
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春分の日

月号
2023年
令和５年

No.323


